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SLIT3

SLIT3; KIAA0814; MEGFS5; SLIL2; Slit homolog 3 protein; Slit-3; Multiple epidermal growth
factor-like domains protein 5; Multiple EGF-like domains protein 5
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は分泌され、おそらくラウンドアバウト相同受容体と相互作用して細胞遊走に影響を与えると考えられます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2012年12月],機能：細胞遊走における分子ガイダンスシグナルとして作用し、ラウンドアバウト相同受容体との相互作用によって機能が媒介される可能性があります。,配列注意：イントロン保持。,類似性：CTCK（C末端シスチンノット様）ドメインを1つ含む。,類似性：ラミニンG様ドメインを1つ含む。,類似性：LRR（ロイシンリッチ）リピートを23個含む。,類似性：EGF様ドメインを9個含む。,組織特異性：主に甲状腺で発現する。,
	研究分野
	軸索ガイダンス;
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

